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た几飢と蒸し桑ぃ日パ吟〈な（さ#しＭ／
梅餉に入うて体調蝋していれん〃！？これがら桑<'Jる埼鮒
,今v)うらにしっ力、ﾘﾊﾞ制もう１丁〔腕7くいものてすね．

樹もののカスヤフ,ﾗｰｸﾊﾞ歯,<<，うい穴輯｢ごと１０噸の原因と髄
酸〆7<Ｍ河｡毎日のルムケア(おロの中のお』ｳＭ/L)や
倹蝿がビルし繊肪をし永しよｸレ

ｌｍＺＵ鋤い人 潰色ﾌぽいＭいるのは『〃で７か？

一歯の稽蓮一一-－１－－ 

エプメ,し菅
■､ 

歯は艶みを駒に騎賀色繼明の

ｴﾅﾒ'し賀が､お汎てい河｡エナメル箇が御〈

進,肘人ほど内側の鰯質が通!すて．

歯力､艶7(教見え河．
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＊ひこつにはｴﾅﾒ'し噴の通Ｂｉ感や層ゴ象牙質の色(ミイ'ﾖ/U邊州ぅにめです。
歯は嶺色床を聯プミ瀦潤と半迩,iのｴﾅﾒﾙ質句鷲おぁ内ていますから
ｴｰﾌﾞ９，(ﾙ質ﾔ遡明肌霧ぃ人ほど１円ｲ則にある鯛賀の色力遡冗雛八Ｊ.〈

ａえ肋Iﾌﾞ畝鯛質の艶斤ｳ蝋ぃ人も同様です。

糸I）し歯靜J上に#’て歯の神経沫癩死し仮りす6と鯛憤泳禦すんで
蔦｡(ず。〈航る己ともありﾖす｡さらにもL;ｷﾐｺｰﾋﾍﾜﾊﾞつなどによる雛も

樋（糧はんで見える原因のひこつです。

糸引拘鰯勺に繩P麺ﾃﾄﾗ糊7'１ﾝ余の騨化§１Ｗ罵叩歯馴壊し｢こり
す△>上もひどい蛇とき在す原因にびり抓
化だ､芽i齢と蹄に.象牙慣の厚くＷﾆﾘｪﾌﾟﾙ漬のｽﾞ躯に炳進ノレでﾙﾀﾞﾋｺ『（
増すﾆﾋで.謡いしてエリ覆乞<見えるのも學茨です。
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６月は歯の衛生週問で７
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対処方鋲

まず歯の繩にノドl｢いに鎬汁ｗｖ二噸蹄さんの塙珠禰縣てＭｉｆｉ〔あ的に挿縢(河(PHTc）
Z次でC劾果の:Ｍ;いと芒は．エコ4上ニエニヒ倉七紙６歯の媒ロバあります。

ホワ,iトー>ヶに{或泳で時間危糠卜lすてへううﾙﾑﾎﾜｲﾄﾆ>７．．と．塵尻で､３回に分'γてﾊﾞテク

Z次でC劾果の｡)k毎いと芒は．ﾎﾜﾍﾄﾆ>クザヒ倉七紙６歯の寒ﾋﾞ

ﾎﾜ'iﾄｰ>７には.嫌で時間嚇卜けてﾊﾞﾗう丞一ﾑﾎﾜｲﾄﾆﾝ7ﾋﾞ
ﾌＭｽﾎﾜ'１トー>7,:バン)リヨす，極従棡て-白くなりたい方にI-ZL型LZ4-L三三Zﾆﾊﾞﾝ)リヨす，極従棡て-白くな')たい方は丁乃スホワ,1ﾄﾆﾝﾊＹｈ１鋤６，で１．

敵．、年齢的に歯（樅すき､鮒は効果に筒P恥掛汝ﾆﾋもあり刺し.あｺﾞｿﾞに蝿（
錨い方はｴﾅﾒ'し貧も剛,て、ｾﾞﾗﾐ､.,７と線'川ける（ラミネー１－パニアル､稲亡もの
(ｵｰﾙｾﾞﾗﾐ"７）で河迦可うしﾌﾟＭ)ﾘﾁてん。

蟻当WLで'９[も化繊幹ﾚｲ[(したい旧くしたいという鰯撚に鰍治殊こしてﾎ川ニンル
さこていkに゛いておりｵﾌﾞﾊﾟｾﾞﾗﾐｯ7がどの鰍miiLﾋﾟﾆもの上｡｢l/ＷｍＪｒＮｗ、Ｍへるｱｲら
も化自いぼｳｶ螺ｉＭｺヱｱﾄのもとに－７i上だけ燃料で胴ｽｧＭﾄｰﾝ州鰯'(しして川鍼

〕：iLﾉ;ミヰ<おq川に阿下ｺﾞぃ等セノ

ヨＩＩＬ､~。ｌ己Ｐ

･dijH治療とl可Cよう'〈翰綱ｹｪｧｰに
ノ至って行い汀．

･ﾍﾞｰｽH犬の７．口７７７－非はう禿ﾜｽ製
ラートで口腔粘膜や七Ｍk漣します。
･ポワ'１ﾄﾆﾝｹ刺戟蝉と蝿歯に塗凧な
後光を照射し河．
．Ｚへ3時間で治療パ節しｺﾞﾌﾟ。

･綴ﾛ薪問でﾈﾜｲﾄﾆﾝ7Ｖ)jilzjkが洲ﾌﾟパ

･歯科医の指薯の下に自分自身でﾊﾟﾃぅ
方法です．

､鞠誠懸ｉｌｌ:｢卍謹|雫銃
･う;１s台のよい晴間に自宅で行えます．

･鳧悩で６３～4週間糠の期間｡<鵬

，白銀にj』pぃ色調で遺ﾉＭｉ１ｌｍぃ白さ
Ｍ;州何。

壽鰄癬j癌睾砺'蝋蛋，人目につきやTぃ－

１溌蕊象Ⅷ《

元の状態に戻りやすい願があ')汀．
為燃の鞠｣も使うにめiii歯ﾅJと
人目につきやTい-秤の燃菌だ'７：
河象と刎河。
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<肌〈は当隅すて

ルド薯ね下さいＩＱｙ
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jik下ﾉiｹﾎﾞiｽﾞ;ﾗｴん／わくi誼夢rに$うこＷｚａ－圭鯛に噸嫉劒［I刺

み奴乱しずじめずしてるｈかＭ，<閣料い
,W閉八Ｍしｋ辮飛余です．
この月躯勿地が:iI3･きぐ飼親ともとＷｑ艇から

者瓊'Ⅲ越してざま肱｡４９句Rも歯麟も
勤i』鱗も初,Ｗ眉マー7ですのでＭｉ棟．
也何謝倣下さいね／皆様の健川↑仏（

灘蹴鳩蝋悪ﾇノ

｡。○

胡さ､｡：２４勺目
エ7ゼレント７ﾗーク

ｦ言三と二L工｣｣坐-1ｺL』壷ﾕｺﾞ三丁；

午Ｉ１ｌＺ')７み

エステティヅクハイシニスト

オハルーニョンﾁーフ

老椛しん(て吟(J′
池ま{鮒榊上Ⅲわく歯科で/坪間の
輸鵜k経て楡生士曽校に塒し
２斗闇の雛崔織逃'１蝿鎌して
髄料ｲ雛玄上娩て藻,〔簿しに
ｺﾞに毎日の兼務（I;鰊ﾋｧ惑いのi聖§え
て可成一日碑<一人前の歯科構蛍土
ＷＸ皆鎌のおﾛの健康ﾋｻ次｡-ﾄで了
うように頑張り手わび鼬<あ願いし鍼

皆さん〃 ～ 

'肺〈痛い島いをせす:1kＭ１`よけ輔と糞けて
船えるよう(〈」pつくり眠椛て丁負きすブノ
鮨皀b､；趨浄上余り継いで糸て,１打鍬
醐Lは裳嫌いⅢ物，ｗ,し３゜いて?人も優しくて
とても気に入っています。
(鍵はﾌﾞＭ先史上人学の'5Ｍ崖で7がら
何炉!Ｌお申しｲｵ(丁下さいわび j6ﾄﾞ《鮮/Pl･医
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鞭ｳＭＨ柵ii錐ＭＭ－Ｗｆｒﾔｸ,繊維(｡よく〃K,で棚に入るＭ<分とqj1L灯5gこて`、
が｡｢か増し腸の鮎眺苑':【て燃岬:胱弧燗力v<,‘とﾃﾙ、こい部ﾏ１１ます。
こ､(まﾉ(,の刷丁にもⅢW'７にも便jしるＪ)才軽しｼﾋﾟで７．ｏ【心叺ピケ伽

、００Ｊ〃ＪＵ００Ｉ、●、Ⅱ００Ｊ０Ｊ〃００００００日、．●、Ⅱ，８８〃，ＪＪ００Ｉ０Ｃ００，０Ｊ８０００００１，１

＜作リオ＞

①ご鮒は包丁の者で魅(滅弓恥ＵＭﾉK目の
十切りにし熱、i開くにフヴマア７ｋ抜きます。

②ポゥルドフK鮎切･夜ご㈱化しようVobJ'し
よくも斤込みずす。

①し功Ｗ(.しみ込んｋ･ら軽〈,1､ざ取り竹案粉と
＃ふします．

④ﾌﾗｲﾊ，>に航熱して.岬蝋韓で錫Iﾌﾞ河．
、

．－－一一.￣－－．－－－．－－－．－－．－－－．－～－．Ｊ

７９１８～7Bの一週間′

七夕雛RiJh鰯鯛二i鷲;。夢
み'Jざまの願しげ叶('刺よう'こびJ【

〈お灘いつ 〕h<わく新飼と読んで頂きﾌﾞしてＪフル､とうごてく印Ｔ
ＷＩ～Ｍｌ３に記iiXしてありjしにホームへ:-シ､アlルスワペ（
挿乙の過り'〈Ｗ』し｢て・zZJnて且し〈旧關“象しボブ．
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